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化 繊 の
買V,プ-J､縫製､管理面につV,て申し上げますと｡

買 い 方 履歴Dはっきりした一流メーカ-製品を

耳マーク､反末マ-クの記載されたものo信用ある店で

店員にたしかめて買物されるのか安全です｡

縫 製 (仕 立 て る とき)と漂 白

地匿Lは軽く空アイロ-/を当て､整え､耳づれは斜め

に鉄を入れて博しますO附属品は同一繊維のもの､他の

繊維D場合.-ま十分に収縮させて使用しますO

裁 断 バイヤスに使ったプj7)-.美しく仕上ります｡

経緯の場合は縫方に注意しないとづれて莫しく上りませ

ん｡縫代は多目に坂ります｡

茶 柱 糸は同一繊維のもの､生地は厚くても細vl

もの､針は針先の鋭V,ものがよvlへミシン針は9番～11番

針Hは100,%化繊のときは1伽に5針前後､交織物.ま薄地

で3-7日､厚地物は7-8日にします｡

ミシンの調子は縫製上大切なことで､上糸下糸はそれ

ぞれ普通より弛めますo糸巻きも小さいものがよV,(高

さ35糎以下) 帯地の場合.'ま押え金の圧力を少くL､送

り金の帯さもやや低く(05粍以下)にIJJn液します｡ 経

(村 田 治 子)

取 扱 い 方
錐の裁Hの時は敷従を用V,ますと美しく縫えますo縫代

の始末;,封まつれを防ぎ､葉しく見えるものを用V,ます.,

例えば袋縫､折伏縫､縫l湧)がりなど洗濯は､中性石け

んでつかみ洗V,やブラシ洗V.し､しぼらず水を切ってか

け干します｡ 洗濯機を使関する時､100,%化繊.'まネット

に入れて普通の半分時間かけますが､脱水隙けかけると

小じわがつきとれなV,場合がありますJjで注意しますO

漂 白 ナイロン以外のものは次神塩素酸ソーダを

用います030-60で処押しますL.ナィ｡ンには稚Yh.潔骸

ソーダとハイ ドロサルファイ トで処押します,.7/}i三光染

料をイ出目Lます｡
しみ抜きに依ってはV,けなVl頚5-.['1-1はノ'セテ- 卜にI′i:~′

セ トン､ナイpンには晒粉､過酸化水素､クレゾールな

ど､ビニロンにはクレゾ-ルやフォルマ1)ンなどですn

しみは帯いたらず くおとすことですoぬるま湯に石けん

を溶かしたもので洗vlますoY腫 iはベンジンで拭き後石

けん液で拭きます｡

最後に混紡交縦の扱V,力は 原則として100%化繊D搬

物と同様に扱V,ますが､管押面で;i:混ぜられた繊維の扱

いフナをしなくてはなりませす｡ (澱 口 文 子)
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